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前
期
に
か
け
て
盛
行
し
た
技
法
で
、

寄
木
造
り
は
平
安
時
代
後
期
に
完
成

さ
れ
た
技
法
で
あ
る
。
ま
た
眼
の
表

現
方
法
は
日
光
菩
薩
が
木
を
彫
り
出

す「
彫ち
ょ
う
が
ん眼」で
あ
る
の
に
対
し
、
月
光

菩
薩
は
水
晶
の
眼
を
は
め
込
む「
玉
ぎ
ょ
く

眼が
ん
」が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
玉
眼
は
寄

木
造
が
普
及
し
て
一
般
化
し
た
技
法

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
に

も
、
衣
文
や
体
な
ど
の
表
現
に
違
い

が
見
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
日
光
菩
薩
が

十
一
世
紀
頃
、
月
光
菩
薩
が
十
二
世

紀
頃
の
製
作
と
推
定
さ
れ
る
。
製
作

者
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
同
時
期
の

東
日
本
の
仏
像
に
は
類
例
が
あ
ま
り

な
く
、
西
日
本
の
仏
師
に
よ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
に
上
尾
市
内

の
仏
像
に
記
さ
れ
た
銘
文
を
見
て
み

る
と
、
１
８
０
０
年
頃
ま
で
に
造
ら

れ
た
仏
像
は
大
半
が
京
都
の
仏
師
に

よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
仏
教

信
仰
の
広
が
り
に
伴
い
、
市
内
各
地

の
寺
院
や
堂
庵
の
本
尊
と
し
て
上
尾

近
隣
の
仏
師
に
よ
っ
て
仏
像
が
造
ら

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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）

　
上
尾
市
内
で
確
認
さ
れ
て
い
る
最

古
の
仏
像
は
、
平
塚
の
密
蔵
院（
写
真

1
）境
内
に
あ
る
薬
師
堂
の
日
光
・
月

光
菩
薩
立
像
で
あ
る（
写
真
2
）。
平

安
時
代
後
期
の
作
と
推
定
さ
れ
、
薬

師
堂
の
本
尊
で
あ
る
薬や
く
師し

如に
ょ
来ら
い

立り
ゅ
う
像ぞ
う

の
脇わ
き

侍じ

と
し
て
安
置
さ
れ
て
い
る
。

脇
侍
は
主
尊
で
あ
る
如
来
を
補
佐
す

る
と
さ
れ
、
主
尊
の
左
右
に
一
体
ず

つ
置
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
よ

う
な
計
3
体
の
組
み
合
わ
せ
を
三
尊

形
式
と
い
い
、
密
蔵
院
で
は
薬
師

三さ
ん
ぞ
ん尊
を
構
成
し
て
い
る
。
ま
た
、
菩

薩
を
守
護
す
る
十じ
ゅ
う
に二
神し
ん

将し
ょ
う
立
像
も
堂

内
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。
中
平
塚
の

『
安
藤
家
文
書
』に
よ
る
と
、
日
光
・

月
光
菩
薩
と
十
二
神
将
立
像
は
、

奥お
う
し
ゅ
う州
磐い
わ
き城
平た
い
ら

藩
の
内
藤
家
の
持
仏

と
し
て
江
戸
に
伝
来
し
、
安
永
四（
１

７
７
５
）年
頃
に
江
戸
か
ら
現
在
の
場

所
に
移
さ
れ
た
も
の
と
伝
わ
っ
て
い

る
。
薬
師
如
来
は
秘
仏
と
さ
れ
、
寅

年
の
３
月
に
御
開
帳
が
行
わ
れ
る（
次

回
は
2
0
2
2
年
予
定
）。

　
菩
薩
像
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
式
が

あ
る
が
、
左
右
の
脇
侍
の
姿
形
が
似

て
い
る
こ
と
が
多
く
、
密
蔵
院
に
お

い
て
も
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
平
成

六
年
に
行
わ
れ
た
調
査
に
よ
っ
て
、

密
蔵
院
の
日
光
・
月
光
菩
薩
の
像
造

技
法
や
表
現
様
式
に
違
い
が
あ
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
。

　
日
光
菩
薩
は
カ
ヤ
を
使
い
、
一
本

の
木
を
彫
る「
一い
ち
ぼ
く
づ
く
り

木
造
」と
い
う
技
法

で
造
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
月

光
菩
薩
は
ヒ
ノ
キ
を
使
い
、
複
数
の

木
材
を
寄
せ
合
わ
せ
る「
寄よ
せ
ぎ
づ
く
り

木
造
」と

い
う
技
法
で
造
ら
れ
て
い
る
。
一
木

造
は
奈
良
時
代
後
期
か
ら
平
安
時
代

　上尾市内には、仏像や神像などの彫像が670
余り確認されており、そのうち82の像に銘文
が記されている。
　仏像の銘文によると大半が江戸時代以降に
製作されており、1,600年代の像は京都の仏師
によって製作されたものである（写真₃）。中
には「法

ほっきょう

橋」の称号を持つ仏師によって造られ
た像もあることが銘文により分かる。
　法橋は法橋上

しょうにん

人位のことで僧の称号であ
る。当初は僧に与えられたが、平安時代後期
以降は実績のある仏師や医師・絵師などにも
付与された。一流の仏師によって造られた仏

像が市内にも伝わっていることが分かる。
　1,700年代になると江戸小石川大塚坂下（文
京区）・幸手・忍領袋村（鴻巣市）在住の仏師に
よる仏像や、京都の仏師銘のある仏像が現れ
る。
　そして1,800年代には京都の仏師銘は見られ
なくなり、川越・栢

か や ま

間村（久喜市）・忍領新郷
村（羽生市）など上尾近隣の仏師の仏像が目立
つようになる。
　このように仏像の銘文には、製作年代や仏
像の製作地、仏師の活動状況など多くの情報
が含まれている。
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仏像の銘文と仏師
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写真₃　銘文の一例
延宝₈（1680）年に、京都在住の法橋
の称号を持つ院達によって製作され
たことが記されている。

写真₂　日光・月光菩薩立像

写真₁　密蔵院求聞寺本堂（右）と薬師堂（左）
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